





































































　現行の小学校国語科の学習指導要領は，A 話すこと・聞くこと　B 書くこと　C 読























































































































































　次に「成 (69％)」と同じ系列の「盛 (70％)」「城 (69％)」「誠 (69％)」があり，「成」
の誤りがそのまま他の字にも影響を与えている例である。この左払いから書き始める
筆順は定着が低く，例えばこれと同じ考え方で整理できる「蔵 (93％)」「臓 (92％)」「減



















けるようになる (22％)」，「字が書きやすくなる (20％)」，「字の成り立ちがわかる (16％)」，




































































































































































































































































25号  平成23年3月  P11 -20
5 文部科学省『小学校学習指導要領』  平成20年3月












8 文部科学省『小学校学習指導要領解説  国語編』  平成20年6月  P58
9 同  P90
10 同  P90
11 文部科学省『小学校学習指導要領』  平成29年3月
12 文部科学省『小学校学習指導要領解説  国語編』  平成29年6月  P164














18 松本仁志『筆順のはなし』中央公論新社  平成24年11月  P176 -180, 208
19 同  P179 -180






践学研究』第6巻  平成12年3月20日  P31
24 前掲7  第1章参照
－90－
小学校書写における楷書指導の現状と課題
25 前掲23  P30
26 玉澤友基「書写・書道の関連指導に関する考察―楷書指導を中心に―」『岩手大学
教育学部研究年報』第68巻  平成21年2月  P76
27 前掲23  P30






31 前掲23  P31
32 前掲23  P31
※学習指導要領との整合性を考え，年号は和暦で統一した。
